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エ ア ロ ゾル 環境が ダス ト粒子 の 雲凝結核 と して の 働きに及ぼす影響
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　気候 シ ス テ ム の 中でエ ア ロ ゾル と雲は水循
環や放射収支に影響を与える最も重要な要素
で あるが、様 々 な気候要因が関わるため、その

理解は十分で はない
。 近年、 東ア ジ ア域では産

業の 発達に伴い 大気汚染物質が増加 して お り、
本来疎水性 で あ るダス トが親水性の 人為起源
エ ア ロ ゾル との混合に よる変質を経るため、雲
凝結核 と して の 働きを評価す る こ とが求め ら

れてい る。

　本研究で は東ア ジア ・サ ハ ラ砂漠域を対象に 、
衛星観測データ、化学輸送モ デル の結果、放射
コ
ー

ドを用 い て
、 ダス ト・エ ア ロ ゾル による雲

微物理特性や放射収支の変化を調べ 、その変化
を引き起こす要因 に つ い て考察 した
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デー

タには ［［brra・Aqua 衛星 に搭載された

MODIS 　Level　1デ
ー

タか ら11
，
12μm の 輝度温

度、Level　2データから雲 ・エ ア ロ ゾル の微物
理量を用いた。まず、雲マ ス クにより水雲を取
り出 し、Split　Window 法 によ り、ダス トを含
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するために放射 コ

ー
ド mstmX を用 い て大気 we

上端で の 正味の 下向き放射効果を計算した。こ

こ で は ECMWF 、　MODIS 、　CFORS のデー
タ

をパ ラメ
ー

タとして用 い た。

で 、サハ ラ砂漠 域で は 0．17 − 7．69％で あっ た。また雲

粒有効半径と雲の光学的厚さの 相関パ タ
ー

ン か ら、サ

ハ ラ砂漠域に 比べ て 、東ア ジ ア域の雲で はダス ト・エ

ア ロ ゾル による影響が支配的で、雲粒数濃度が高い 環
墳にある こ とが示 された 。 東アジ ア域とサハ ラ砂漠域
の エ ア ロ ゾノ環 竟の 大きな違い として 人為起源エ ア ロ

ゾル の存在が挙げられ、ダス ト粒子が吸湿性 エ ア ロ ゾ

ル の影響を受けて い るか どうかが、雲凝結核として の

働きを促進する重要な要素 となる こ とが示唆される。

　放射計算を行っ た結果、東ア ジア 域の ダス トを含む
雲と含まない 雲の 水雲微物理特陸の 変化 は 、 間接放射

効果 を引き起こす傾向がある こ とが示 され、雲粒数濃
度と正 の相関が見 られ た（Hg ．2）。一

方、ダス トが雲層
以上の 高さにあり、雲が一定以上の 光学的厚さをもつ

と きは 、大気 の 放贓 糧 砥tmosphehc 　col  

absorption ；　AcoDが増加する こ とが示 された（Eg ．3）。ダ
ス トと雲の相互作用 に お い て は 、硫酸塩な ど人為起源
エ ア ロ ゾル の存在が雲微物理特性へ の ダス トの影響力
に作用 し、またダス ト層 と雲相の 鉛直分布や雲微物理

特駐の違い が、ダス トの 大気放射収支へ の影響を評価
する上で重要 であると考え られ る。
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Fig．1　東ア ジア域の 雲粒有効半径 と

　　　 硫酸塩濃度の相関図
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　東ア ジ ア域で はダス トを含む雲で雲粒有効
半径が 小 さく 、 雲粒数濃度は高い 傾向があ り、
サ ハ ラ砂漠域で はダス トを含む雲 と含まな い

雲に雲粒有効半径 の
一

貫 し た変化の傾向はな
い もの の 、ダス トを含む雲で雲粒数濃度は高い

傾向が見 られた。Fig．1 に示すように 、 東ア ジ

ア域では、雲位有効半径はダス トを含む雲に含
SC
一

まれ る硫酸塩濃度と相関が見られ、硫酸塩濃度
が高い ほ ど雲粒有効半径は小 さい傾向が見 ら
れるが、ダス トを含まない 雲では硫酸塩濃度 と OO

’

の 間に明瞭な相関は見 られ ない。こ の こ とか ら、
硫酸塩の影響を受けたダス トが雲凝結核 とし
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て働 い て雲粒有効半径を変化 させて い る こ と
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が 示唆され る。 雲粒数濃度とダス ト粒子数濃度
か ら、雲凝結核 として有効なダ ス ト粒子の 割合　
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を算出した結果、東ア ジア域では 0．69〜22．42％ Eg ・3120
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Fig．2　雲粒数濃度の増加量 と

　 　 　 間接放射効果の 関係
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大気の 放射吸収量（左図 とMODIS 雲頂気圧面で の ダス ト濃度（右図
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